
１．背 景  

地方分権改革の流れを受け、2011 年に基本構想策定の義務付けが撤廃された。

このことは、「基礎自治体への権限委譲」、「自由と責任」、「自立と連携」の理念

に則り、国からの上意下達ではなく、住民本位による自律的な指針策定への移

行を意味する。 

本市における現在の第五次総合計画は 2008 年度(平成 20 年度)から 2017 年

度(29 年度)の 10 ヵ年計画であるため、2018 年度から始まる新たなまちづくり

の基本指針を策定する。新たな基本指針は社会情勢の変化に柔軟に対応すると

ともに、実効性の高いものとする。 

２．まちづくり基本指針の位置付け  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．策定体制  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あすまち会議こおりやま 

エリアディスカッション 

わかもの政策討論 

パブリックコメント 

市民インタビュー 

庁内策定委員会 

ワーキンググループ 

審議会 

協働 

市 民 行 政 

議 会 

諮問・答申 

説明・意見 

市民意識調査 

「郡山市まちづくり基本指針」の策定について 

市民が望む「あるべき将来像」 

まちづくり基本指針 

バックキャスティング 

郡山市総合戦略 分野別個別計画 

整合 基本指針に準拠 

市民・ 
事業者 

共通の 

ビジョン 

協働 

⇒コレクティブインパクトの足掛かり 

予見可能性の高い課題への積極的対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議テーマ 日 時 会 場 

 キックオフミーティング 
（目標・手法の説明、ワークショップ実演） 

10 月 2 日
(日) 

10:00-12:00 

市役所 
特別会議室 

  

テ
ー
マ
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ(

選
択) 

(1)「産業・仕事の未来」 
(農林・商工・雇用) 

10 月 6 日
(木) 

18:00-21:00 

市役所 
多目的ホール２ 

(2)「交流・観光の未来」 
(観光・シティプロモーション・広報) 

10 月 13 日
(木) 

18:00-21:00 

ミューカルがくと館 
中ホール 

(3)「学び育む子どもたちの未来」 
(子育て・教育) 

10 月 16 日
(日) 

13:00-16:00 

市役所 
多目的ホール２ 

(4)「誰もが地域で輝く未来」 
(生涯学習・健康福祉・文化スポーツ・
男女共同) 

10 月 22 日
(土) 

13:00-16:00 

中央公民館 
２階会議室 

(5)「暮らしやすいまちの未来」 
(防災・インフラ・交通・公園・市民
安全・環境) 

10 月 30 日
(日) 

13:00-16:00 

市役所 
多目的ホール２ 

 ラップアップミーティング 
(発表・全体総括・今後の活動について) 

11 月 6 日
(日) 

10:00-12:00 

市役所 
特別会議室 

  

 

 

 

 

 

 

 

② 市民会議（あすまち会議こおりやま）開催【10 月】 

① 抽出・参加者募集【7 月～9 月】 

● 18 歳以上の市民から 3,000 名を無作為抽出 

● 日程及びテーマを周知し参加依頼を発送 

● 9 月 9 日までの期日で参加者受付（72 名の申込み） 

● 全体ミーティング及びテーマ別ワークショップ 

 ・初回は全体ミーティング(現状・目標等の説明、手法の実演) 

 ・２回目以降はテーマ別ワークショップを開催 

 ・最終回は全体ミーティング(分野横断的総括・共有) 

 

③ 庁内共有・調整 

④ 提言・公表 

● 市民会議の結果を庁内共有、公表に向けて調整 

● あすまち会議メンバーの最終確認 

⑤ アフターフォロー（官民連携での実施を検討） 

● 新たなまちづくり基本指針将来ビジョンの公表 

資料１-1 

新たなまちづくり基本指針策定に係る市民会議(あすまち会議こおりやま) 



①産業や農業が盛んなまち
②楽しくてやりがいのある満足できる
仕事のあるまち

③みんなが誇れる「郡山と言えばこ
れ！」というまち

④人が集まり声が聞こえる明るいまち

１．「産業・仕事の未来」

①全国に自慢できるまち
②たくさんの人が「また来た
い」と思えるまち

③住んでみたいと思えるまち

２．「交流・観光の未来」

①人と人がつながるまち
②笑顔があふれ夢のあるまち
③多くの子どもが輝く天才が生まれるまち
④誰も学びたいことを楽しく学べるまち

３．「学び育む子どもたちの未来」

①活気があり楽しく元気なまち
②寂しい人がいない、一人ぼっちにな
らないまち

③好きなこと、得意なことが自由にで
きるまち

④みんなが健康で生きいきと暮らすまち
⑤女性が元気で輝くまち

４．「誰もが地域で輝く未来」

①住んでいてよかったなと思えるまち
②安心して暮らせるまち
③思いやりがあり、誰にでも優しいまち
④どこにでも自由に行けるまち
⑤皆に自慢できる夢のあるまち

５．「暮らしやすいまちの未来」

市民の想いや願いと繋がった
「あるべき将来像」の実現

資料1-2

あすまち会議こおりやまによる話し合いの全体像
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人と人がつながる
まち

笑顔があふれ
夢のあるまち

多くの子どもが輝く
天才が生まれるまち

誰も学びたいことを
楽しく学べるまち

多世代の人
たちが関わ
れる

テーマ別ワークショップ③「学び育む子どもたちの未来」（子育て、教育分野）のループ図

親が学べる
場所がある

親が安心して
子育てできる

大人同士
のコミュニ
ティがある

声か
けを
抵抗
無くで
きる

他人
の子
どもで
も叱
れる

経済的負担
が少ない

安心安全な
環境になる

待機児童が
０になる

子どもの
活動旅費
が無料

奨学金の対
象を拡大

子育ての
方法を伝
える

地域の人
が育児に
関われる

仕事と子
育てが両
立できる

休みをとり
やすい職場
の雰囲気

幼稚園・保
育園を増
やす

子どもが
病気でも
預けられる

子連れで
も出かけ
やすい

子育てに
やさしいト
イレ・設備

安心して遊
べる

まちの雰囲
気が明るい

子どもが夢
中になれる

気軽に出か
けたくなる

親子で
キャッチ
ボール

子どもが
1人で歩
ける

通学路
が安全

安全な公
園がたく
さん

公園に
人が集ま
る

夜も明
るくて安
全

街灯を
もっと増
やす

時計を
たくさん
設置

公共交
通を増
やす

学べる場
がたくさ
んある

子どもたち
が自ら学
べる

質の高い学
校教育がある

学校独自の
課外授業

学力テスト
の向上

教員のレベ
ル向上

子ども1人

ひとりに合わ
せて教える

職業体験が
できる

子どもが

自分の適性
を見つける

好きなこ
とを伸
ばせる教育ア

プリを開
発

子ども
が読書
に親し
める

きれい
で充実
した図
書館

色々な
場所で
読み聞
かせ

スポーツ
や文化活
動の専門
指導

子どもの
興味に応
じた指導
ができる

親子で参
加できる
色々なイ
ベント

要援護児
童への理
解を深め
る

博物館な
どの様々
な施設が
ある

教育につ
いて気軽
に相談で
きる

お金をかけ
ずに学べる

集中して学べ
る場がある

学んだことを地
域で活かせる

図書館への
寄贈を充実

楽器など
を借りれる

学校以外に
学べる場が
ある

町内会で
教えあう
場がある

働きなが
ら通える
学校があ
る

色々な分
野のスペ
シャリスト
がいる

各分野で
の集まり
がある

自然を活
かした体
験ができ
る

企業が
オープン
な勉強会
を開く
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